
令和７年度事務事業一覧表 課名：

総合計画事業

1 総合計画事業 -

2 総合戦略事業 ⑦

企画調整事務事業

3 行政改革事業 -

4 行政評価事業 ⑦

5 職員提案事業 ⑦

6 広域行政推進事業 ①

7 国・県要望事業 ⑦

8 議会対応事業 ⑦

9 庁議運営事業 ⑦

10 特命事業 ⑦

11 行政組織事業 ⑦

12 大学連携事業 -

13 総合教育会議事業 ②

14 政策事務事業 ②

15 移住促進事業 -

秘書・栄典事務事業

16 秘書業務事業 ②

17 交際儀礼事業 ②

18 名誉町民・褒章・表彰事業 ②

19 公用車管理事業 -

広報運営事務事業

20 広報事業 -

21 広報運営事業 ②

22 ホームページ維持管理事業 -

23 対話事業 ⑦

24 まちのこえ事業 ②

25 パブリックコメント事業 ⑦

統計調査事業

26 国勢調査事業 ①

27 統計調査事業 ①

電子計算運営事務事業

28 電子自治体共同運営事業 ①

29 高度情報化推進事業 -

町村情報システム共同運営事業

30 町村情報システム共同運営事業 -

情報化推進事業

31 デジタル化推進事業 -

32 番号制度（マイナンバー）事業 ⑦

施設予約システム更新事業

33 施設予約システム更新事業 ③

住民利便性の向上、業務の最適化・効率化に向けたデジタル化技術の導入

新システムの構築

番号制度の課題・検討、進行管理

維持管理、リニューアル

町政報告会の開催

まちのこえの受付、回答

パブリックコメント進行管理

国勢調査

電子自治体共同運営

各業務バッジ処理、セキュリティ、パソコン・プリンタ修繕、庁内LAN用パソコン・プリンタ等の借上げ

町村システム共同化

指定統計調査、大磯の統計発行

日本複製権センター、行政情報配信システム利用

東海大学、神奈川大学、産業能率大学との事業連携

総合教育会議の開催

課内庶務等（文書照会回答、ファイリング等）

移住希望者に対する相談事務、移住セミナーの開催・参加

町長、副町長の秘書業務

対外的儀礼、式典等

表彰審査会、感謝状、叙勲等、賀詞交換会

1号車・2号車の維持管理等

広報編集・発行、声の広報、広報掲示板維持管理

行政組織の検討

後期基本計画・実施計画書・進行管理書の策定、審議会の開催

総合戦略の進行管理、地方創生関係交付金、地域未来交付金

第３次行政経営プラン・実施計画書・進行管理書の策定、委員会の開催

事務事業評価の実施、制度の見直し

募集、審査、表彰

3市3町広域行政推進協議会、1市3町広域行政推進協議会、湘南地区市町連絡協議会、県鉄道輸送力増強促進会議

町村会、政党、3市3町広域行政推進協議会

一般質問、総括質疑の答弁調整

政策会議、行政幹部会議

特命事項

対象外
項目番号

政策課

事業
番号

事業名 内　　容

★色付け有
→第２号様式作成対象

★番号有→第２号様式作成対象外
（番号内訳：所管別事業数一覧参照）



G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8 G9 G10 G11 G12 G13 G14 G15 G16 G17

○ ○

○ ○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）

参考：ＳＤＧｓにおける17のゴール

【Ｇ１】（貧困をなくそう）

あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる

【Ｇ２】（飢餓をゼロに）

飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を

促進する

【Ｇ３】（すべての人に健康と福祉を）

あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する

【Ｇ４】（質の高い教育をみんなに）

すべての人への包摂的かつ公正な質の高い教育を提供し、生涯学習の機会

を促進する

【Ｇ５】（ジェンダー平等を実現しよう）

ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児の能力強化を行う

【Ｇ６】（安全な水とトイレを世界中に）

すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する

【Ｇ７】（エネルギーをみんなにそしてクリーンに）

すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのア

クセスを確保する

【Ｇ８】（働きがいも経済成長も）

包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用

と働きがいのある人間らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促進する

【Ｇ９】（産業と技術革新の基盤をつくろう）

強靱（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促

進及びイノベーションの推進を図る

【Ｇ10】（人や国の不平等をなくそう）

各国内及び各国間の不平等を是正する

【Ｇ11】（住み続けられるまちづくりを）

包摂的で安全かつ強靱（レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を

実現する

【Ｇ12】（つくる責任つかう責任）

持続可能な生産消費形態を確保する

【Ｇ13】（気候変動に具体的な対策を）

気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる

【Ｇ14】（海の豊かさを守ろう）

持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利用す

る

【Ｇ15】（陸の豊かさも守ろう）

陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、

砂漠化への対処、ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を

阻止する

【Ｇ16】（平和と公正をすべての人に）

持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に司

法へのアクセスを提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある

包摂的な制度を構築する

【Ｇ17】（パートナーシップで目標を達成しよう）

持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシッ

プを活性化する

★各事業に対して該当があるゴールに“○”


